
▲コミュニケーションゲーム「ITO」を楽しむ参加者

▲�各単組の新規採用の加入に向けた�
取り組みを共有した

石橋中央委員
（国保労組）

髙橋中央委員
（八幡市職労）

▲答弁する
増永書記長

執行委員
中谷 康史さん
（京都市住公労）

執行委員
末廣 昌士さん
（八幡市職労）

執行委員
千田 彩加さん
（国保労組）

執行委員
竹内 翔真さん
（京田辺市職）

　

冒
頭
、
岡
本
委
員
長
は
、

「
昨
年
の
確
定
闘
争
で
は
、

総
選
挙
の
影
響
で
給
与
法
案

の
成
立
が
遅
れ
た
も
の
の
多

く
の
自
治
体
単
組
で
年
内
の

給
与
条
例
の
成
立
が
実
現
で

き
た
。
国
基
準
で
は
地
域
手

当
が
引
き
下
が
る
単
組
で

も
、
中
央
本
部
の
働
き
か
け

に
よ
り
特
別
交
付
税
の
減
額

措
置
を
回
避
し
、
給
与
改
定

の
迅
速
化
を
図
る
こ
と
が
で

き
た
。
２
０
２
５
春
闘
に
つ

い
て
、
１
月
２２
日
に
は
連
合

本
部
と
経
団
連
の
ト
ッ
プ
会

談
が
行
わ
れ
、
中
小
企
業
の

賃
上
げ
を
推
進
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
公
務

員
給
与
に
も
影
響
す
る
。
賃

金
引
上
げ
だ
け
で
な
く
、
人

員
確
保
や
長
時
間
労
働
の
是

正
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
な

▼
石
橋
中
央
委
員
（
京
都
府

国
保
労
組
）
…
府
本
部
社
会

保
障
制
度
検
討
委
員
会
の
開

催
に
感
謝
。
被
用
者
保
険
の

適
用
拡
大
に
つ
い
て
学
習
し

た
。
す
べ
て
の
労
働
者
が
国

民
健
康
保
険
か
ら
社
会
保
険

に
移
行
す
る
可
能
性
が
あ

　

府
本
部
は
、
次
世
代
の
労

働
運
動
を
担
う
人
材
の
育
成

を
目
的
に
「
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ

ッ
ジ
」に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
４
月

に
入
庁
す
る
新
規
採
用
職
員

の
組
合
加
入
対
策
を
目
的
と

し
て
、
２
月
２２
日
京
都
商
工

会
議
所
で
「
府
本
部
な
か
ま

づ
く
り
大
作
戦
」
を
開
催
し

た
。

　

は
じ
め
に
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ

ッ
ジ
を
代
表
し
て
小
笠
原

（
久
御
山
町
職
）
さ
ん
の
開

会
あ
い
さ
つ
の
後
、
増
永
府

本
部
書
記
長
か
ら
「
労
働
組

合
の
イ
ロ
ハ
」
と
題
し
て
、

助
け
合
い
か
ら
始
ま
っ
た
労

働
組
合
の
歴
史
、
必
要
性
な

ど
春
闘
の
意
義
は
大
き
い
。

組
合
員
の
声
を
反
映
し
た
要

求
書
を
ま
と
め
、
実
現
を
め

り
、
市
町
村
の
国
保
財
政
が

逼
迫
し
、
住
民
負
担
の
増
加

が
懸
念
さ
れ
る
。
今
後
の
委

員
会
へ
の
各
自
治
体
単
組
の

参
加
を
呼
び
か
け
る
。

▼
髙
橋
中
央
委
員
（
八
幡
市

職
労
）
…
①
会
計
年
度
任
用

職
員
の
４
月
遡
及
を
今
年
度

の
交
渉
で
実
現
し
た
。
未
加

入
の
非
正
規
職
員
に
も
周
知

し
、組
合
加
入
を
め
ざ
す
。②

市
町
村
共
済
理
事
と
し
て
、

ど
を
解
説
。
自
治
労
共
済
京

都
府
支
部
の
島
田
さ
ん
か
ら

「
自
治
労
共
済
の
優
位
性
」

と
し
て
、
組
合
役
員
か
ら
若

年
層
に
対
す
る
説
明
の
仕
方

や
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
た
。

　

続
い
て
、
新
規
採
用
者
の

組
合
加
入
に
向
け
た
各
単
組

の
取
り
組
み
を
紹
介
。
八
幡

市
職
労
、
京
田
辺
市
職
、
京

交
、
久
御
山
町
職
、
国
保
労

組
、
そ
し
て
、
本
イ
ベ
ン
ト

を
主
催
し
た
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ

ッ
ジ
の
皆
さ
ん
か
ら
新
規
採

用
者
の
労
働
組
合
加
入
の
促

進
に
む
け
た
活
動
報
告
を
受

け
た
。

　

最
後
に
、
新
採
と
組
合
役

員
の
世
代
を
超
え
た
コ
ミ
ュ

ざ
す
。
ま
た
、
夏
の
参
議
院

選
挙
で
は
組
織
内
議
員
『
岸

ま
き
こ
』さ
ん
再
選
に
向
け
、

皆
さ
ん
の
力
を
結
集
し
て
ほ

し
い
」
と
主
催
者
を
代
表
し

て
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
経
過
報
告

と
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会

計
、
監
査
報
告
が
承
認
さ
れ

た
。
次
に
、
①
当
面
の
闘
争

方
針
案
、
②
府
本
部
役
員
の

女
性
の
特
定
疾
病
検
診
を
健

康
診
断
と
同
様
に
受
診
で
き

る
よ
う
交
渉
し
、
実
現
に
向

け
進
め
て
い
る
。
③
府
本
部

の
取
組
で
遡
及
適
用
が
早
ま

っ
た
こ
と
を
評
価
し
、
各
単

組
で
も
積
極
的
に
活
動
を
進

め
る
決
意
を
表
明
。
④
参
院

選
京
都
選
挙
区
で
の
、
自
治

労
推
薦
の
候
補
擁
立
に
向
け

た
取
り
組
み
を
求
め
る
。

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
例
と

し
て
、「
Ｉ
Ｔ
Ｏ
」
と
い
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー

ム
を
紹
介
。
一
つ
の
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
、
情
報
共

有
や
話
し
合
い
が
必
要
と
な

補
充
案
を
提
起
。
中
央
委
員

か
ら
の
発
言
に
対
す
る
執
行

部
の
答
弁
を
受
け
て
採
決
に

移
り
、
す
べ
て
の
議
案
が
可

▼
増
永
書
記
長
…
【
国
保
】

１
月
２９
日
に
社
会
保
障
制
度

検
討
委
員
会
を
開
催
し
た
。

全
国
国
保
協
の
西
山
議
長
か

ら
厚
労
省
と
の
交
渉
や
年
収

の
壁
の
解
説
を
受
け
、
参
加

者
の
理
解
も
深
ま
っ
た
と
考

え
る
。
各
単
組
か
ら
国
保
事

務
に
携
わ
る
組
合
員
の
積
極

的
な
参
加
を
求
め
、
意
見
を

集
約
し
、
京
都
府
へ
の
要
請

る
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が

ら
、
交
流
を
図
っ
た
。

　

４
月
に
入
庁
す
る
新
規
採

用
者
の
組
合
加
入
に
向
け
、

各
単
組
・
各
職
場
で
の
取
り

組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

決
・
承
認
さ
れ
た
。

　

闘
争
宣
言
案
を
採
択
し
、

最
後
に
森
本
副
委
員
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
た
。

事
項
に
反
映
さ
せ
た
い
。【
八

幡
】
会
計
年
度
任
用
職
員
の

４
月
遡
及
の
勝
ち
取
り
と
組

織
強
化
の
取
り
組
み
に
敬
意

を
表
す
る
。
処
遇
改
善
は
労

働
組
合
の
運
動
の
成
果
で
あ

り
、
引
き
続
き
組
織
強
化
を

進
め
て
ほ
し
い
。
市
町
村
共

済
の
女
性
特
定
疾
病
検
診
の

標
準
化
が
進
み
、
長
年
の
取

り
組
み
が
実
を
結
び
つ
つ
あ

る
。
引
き
続
き
お
願
い
し
た

い
。
参
議
院
京
都
選
挙
区
の

候
補
者
は
決
ま
り
次
第
迅
速

に
対
応
す
る
。

　

本
や
雑
誌
ま
た

は
文
書
を
読
む

時
、
紙
媒
体
と
電

子
媒
体
ど
ち
ら
が

多
い
の
だ
ろ
う
▼

紙
媒
体
は
著
者
・
記
者
が
書

い
た
記
事
を
校
正
担
当
や
編

集
者
、
発
行
責
任
者
等
多
く

の
人
の
目
を
通
り
発
行
さ
れ

る
の
で
、
正
確
な
情
報
が
伝

え
ら
れ
、
現
物
が
手
元
に
残

る
た
め
保
管
し
や
す
く
記
憶

に
定
着
し
や
す
い
▼
電
子
媒

体
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
ス

マ
ホ
で
読
む
こ
と
が
で
き
、

大
量
の
書
籍
を
持
ち
歩
か
な

く
て
も
機
器
さ
え
あ
れ
ば
す

ぐ
に
情
報
を
引
き
出
せ
る
。

ま
た
本
屋
に
買
い
に
行
く
時

間
や
ネ
ッ
ト
で
取
り
寄
せ
る

期
間
を
短
縮
で
き
、
そ
の
場

で
す
ぐ
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

双
方
と
も
す
ば
ら
し
い
メ
リ

ッ
ト
は
あ
る
が
、
デ
メ
リ
ッ

ト
も
あ
る
▼
そ
ん
な
中
、
府

本
部
で
は
昨
年
よ
り
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
を
開
設
し
、「
自
治

労
き
ょ
う
と
」
で
は
掲
載
で

き
な
い
各
単
組
の
細
か
な
活

動
や
府
本
部
の
取
り
組
み
な

ど
様
々
な
情
報
を
写
真
付
き

で
発
信
し
て
い
る
▼
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
と
い
う
コ
ン
テ
ン

ツ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
組

合
活
動
を
よ
り
身
近
に
感
じ
、

各
単
組
の
取
り
組
み
を
把
握

す
る
こ
と
で
、
府
本
部
の
仲

間
の
活
動
を
認
識
し
、
自
単

組
の
取
り
組
み
の
参
考
、
そ

し
て
他
単
組
の
活
動
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
た
い
。�（
西
）

　
府
本
部
は
２
月
１３
日
、
第
１
８
２
回
中
央
委
員
会
を
京
都
商
工
会
議

所
で
開
催
。
２
０
２
５
春
闘
を
中
心
と
す
る
当
面
の
闘
争
方
針
や
府
本

部
役
員
の
補
充
な
ど
２
つ
の
議
案
が
確
認
さ
れ
た
。出
席
中
央
委
員
は
、

１６
単
組
３４
人
で
女
性
参
画
率
は
２６
・
４７
％
と
な
っ
た
。

「
あ
な
た
の
声
」を
春
闘
に

「
あ
な
た
の
声
」を
春
闘
に

府本部第182回中央委員会

2025春闘・参議院選挙2025春闘・参議院選挙ななどどの方針確認の方針確認

会
場
発
言・答
弁

新
執
行
部
の

み
な
さ
ん

府本部なかまづくり大作戦で事例共有

facebook
はじめました
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▲武田由利子さん

▲只友景士理事長（龍谷大学教授）による講演

　

府
本
部
は
２
月
１３
日
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
京
都
地
方
自
治
総

合
研
究
所（
京
都
自
治
総
研
）

と
の
共
催
で
、「
２
０
２
５

地
方
財
政
セ
ミ
ナ
ー
」
を
ハ

ー
ト
ピ
ア
京
都
で
開
催
。
組

合
員
・
地
方
議
員
合
わ
せ
て

約
５０
人
が
参
加
し
た
。

　

京
都
自
治
総
研
の
只
友
景

士
理
事
長
（
龍
谷
大
学
政
策

学
部
教
授
）
を
講
師
に
、「
２

０
２
５
年
度
地
方
財
政
の
課

題
」
と
題
し
て
、
２
０
２
５

年
度
政
府
当
初
予
算
案
お
よ

び
２
０
２
５
年
度
地
方
財
政

計
画
の
概
要
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
た
。

　

当
初
予
算
案
に
つ
い
て
は

「
堅
調
な
税
収
を
背
景
に
、

規
模
は
過
去
最
大
と
な
っ
て

お
り
、
歳
入
の
公
債
金
は
か

な
り
減
っ
て
い
る
」
と
し
つ

つ
も
、「
少
数
与
党
と
い
う

状
況
下
で
の
成
立
の
行
方
と

今
後
の
修
正
内
容
を
注
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
説

明
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
財
政
計
画
に

　

府
本
部
現
評
は
１
月
３１

日
、
都
ホ
テ
ル
京
都
八
条
で

２
０
２
５
新
年
旗
び
ら
き
を

開
催
し
た
。
参
加
者
は
９
単

組
３７
人
。

　

冒
頭
、
小
西
議
長
が
主
催

者
を
代
表
し
て
「
昨
年
、
各

単
組
の
課
題
を
個
別
に
聞
く

な
か
、
現
業
の
課
題
は
人
員

つ
い
て
は
、「
臨
時
財
政
対

策
債
が
ゼ
ロ
と
な
り
、
総
務

省
は
地
方
財
政
が
健
全
化
し

て
い
る
と
い
う
も
の
の
、
特

別
交
付
税
の
押
し
出
し
が
目

立
つ
内
容
と
な
っ
て
お
り
、

自
治
体
へ
の
政
策
誘
導
が
危

惧
さ
れ
る
」
と
話
し
た
。

　

そ
し
て
、「
自
治
体
は
公

共
部
門
へ
の
信
頼
を
高
め
る

政
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
市

民
社
会
を
活
性
化
す
る
施
策

の
導
入
が
必
要
」と
述
べ
た
。

「
特
に
『
市
民
参
画
』
を
促

進
し
、
住
民
を
単
な
る
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
で
は
な

く
、
共
に
創
り
上
げ
る
主
体

と
す
る
こ
と
、
市
民
参
画
型

の
政
策
を
検
討
す
る
こ
と

が
、
今
後
の
自
治
体
運
営
に

お
い
て
重
要
な
視
点
と
な

る
」
と
訴
え
、
講
演
を
終
え

た
。

不
足
と
役
員
の
次
世
代
育

成
。
各
単
組
の
課
題
解
決
に

向
け
府
本
部
現
評
に
結
集
し

て
取
組
も
う
」と
あ
い
さ
つ
。

　

来
賓
の
梶
村
府
本
部
副
委

員
長
か
ら
激
励
の
あ
い
さ
つ

を
受
け
た
。
本
部
が
作
成
し

た
動
画
「
岸
ま
き
こ
さ
ん
ち

ょ
っ
と
聞
い
て
よ
」
を
上
映

　

府
本
部
は
２
月
２
日
、
２

０
２
５
保
育
所
・
学
童
保
育

所
・
幼
稚
園
・
児
童
館
職
員

京
都
府
南
部
学
習
交
流
集
会

を
宇
治
市
内
で
実
施
。
４
単

し
、
現
業
の
職
場
課
題
を
解

決
す
る
た
め
奮
闘
す
る
組
織

内
議
員
の
活
動
記
録
を
紹
介

し
た
。
単
組
報
告
で
各
単
組

の
課
題
を
共
有
し
、
１
年
間

の
活
動
を
進
め
る
た
め
の
結

束
を
強
め
た
。

組
４１
人
が
参
加
し
た
。

　

慶
愛
学
院
キ
ャ
リ
ア
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
・
産
業
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
武
田
由
利
子
さ
ん

を
講
師
に
招
き
、「
傾
聴
研

修
〜
保
育
に
活
か
せ
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
〜
」

と
題
し
た
講
演
を
聞
い
た
。

　

講
師
は
「
傾
聴
に
求
め
ら

れ
る
人
間
観
・
答
え
は
相
手

の
中
に
あ
り
誰
も
が
答
え
を

見
い
出
す
能
力
を
持
っ
て
い

る
。
そ
し
て
誰
も
が
限
り
な

い
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
」

と
説
明
。
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
と

傾
聴
・
コ
ー
チ
ン
グ
に
は
違

い
が
あ
り
、「
傾
聴
・
コ
ー

チ
ン
グ
と
は
相
手
か
ら
引
き

出
す
こ
と
で
本
人
自
ら
考
え

て
動
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自

分
で
選
ん
で
決
定
し
た
と
い

う
成
功
体
験
を
積
ん
で
い
く

こ
と
で
あ
る
」
と
話
し
た
。

　

傾
聴
す
る
際
の
留
意
点
と

し
て
、ま
ず「
自
分
が
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
の
要
素
を
強
く
持
っ

て
い
る
の
か
、コ
ー
チ
ン
グ
の

要
素
を
強
く
持
っ
て
い
る
の

か
、
ど
ち
ら
の
要
素
が
強
い

の
か
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。そ
の
上
で
話
し
や

す
い
雰
囲
気
を
構
築
す
る
こ

と
、
そ
れ
に
は
公
平
さ
と
言

葉
遣
い
が
重
要
で
あ
る
」
と

説
明
。
相
手
の
心
を
聴
く
技

術
と
い
う
な
か
で
は
、「
相
手

に
意
識
を
向
け
、
相
手
の
感

情
を
理
解
す
る
こ
と
＝
共
感

す
る
こ
と
で
、
自
分
が
聞
き

手
に
も
な
り
問
題
解
決
を
共

に
考
え
る
姿
勢
が
で
き
て
い

く
こ
と
」な
ど
を
学
習
し
た
。

　

講
演
で
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
挟
み
な
が
ら
、
事
例
を

も
と
に
実
践
す
る
こ
と
で
、

傾
聴
の
あ
り
方
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。

2025新年号クイズ 当選者発表
キーワードを繋げると「メジャーリーグ史上初の50-50達成者は？」となり、
「大谷翔平」が正解でした。応募総数は106通。たくさんのご応募・ご意見・
感想ありがとうございました。厳正なる抽選の結果次の方が
当選されました。当選者には商品券5千円分を進呈します。

【当選者】 京 田 辺 市 職　 長谷川　龍　平　様
京都府国保労組　 飯　沼　瑞　恵　様
八 幡 市 職 労　 田　邉　利香子　様
京都交通労組　 室　谷　和　彦　様
自治労京都市職　 岡　野　千恵子　様

保育所・学童保育・幼稚園・児童館職員

京都府南部学習交流集会

市
民
参
画
型
政
策
の
検
討
を

２
０
２
５
地
財
セ
ミ
ナ
ー

紹
介・見
積
も
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

詳
し
く
は
所
属
の
組
合
ま
で

府本部現評が旗びらき

現業職場の課題は
人員不足と次世代育成

保
育
に
活
か
せ
る
傾
聴
を
学
ぶ

保
育
に
活
か
せ
る
傾
聴
を
学
ぶ

じ
ち
ろ
う
マ
イ
カ
ー
共
済

じ
ち
ろ
う
マ
イ
カ
ー
共
済

活
用
し
よ
う

動画公開中
パスワード 
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「�岸さん！�
� ちょっと聞いてよ！」

～現業職場編～
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